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平成１８年３月期 業績予想（連結）の修正に関するお知らせ 

 
平成 17年 8月 8日の第１四半期財務・業績の概況(連結)の発表時に公表した平成18年3月期（平成17年

4月1日～平成18年3月31日)の業績予想について、下表のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
1. １８年３月期連結業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 

(1) 中間期の業績予想（平成 17年 4月 1日～平成 17年 9月 30日）       （金額単位：百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（Ａ） 320,000   14,000 7,000 
今回修正予想（Ｂ） 342,000 20,000   9,300 
増減額    （Ｂ－Ａ） 22,000 6,000 2,300 
増減率      （％） 6.9%  42.9% 32.9% 
前期（平成 17年 3月期中間期）実績 312,197 4,666 7,808 

(2) 通期の業績予想（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日）        （金額単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 680,000 23,000 13,000 

今回修正予想（Ｂ） 700,000 29,000 15,000 

増減額    （Ｂ－Ａ） 20,000 6,000 2,000 

増減率      （％） 2.9% 26.1％ 15.4% 

前期（平成 17年 3月期）実績 638,468 14,693 24,141 

 

2. 修正の理由（連結） 
当中間期（平成 17/4～平成 17/9）の事業の概況は、精機事業関連につきましては、継続したコス
トダウン諸施策の効果と液晶用露光装置の予想を上回る出荷があり、映像事業関連におきましては、

デジタル一眼レフカメラならびにコンパクトデジタルカメラの販売が共に順調に推移いたしまし

た。さらに為替相場が円安となったことなども加わり、収益が大きく改善したため、連結の業績は、

売上高、経常利益並びに中間純利益が前回予想を上回る見込みとなりました。 

また、通期（平成 17/4～平成 18/3）につきましても、当中間期の今回業績予想を加味し見直しを
おこなった結果、連結の業績予想を修正することといたしました。 
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